
第２８５号 お の ぶ ち 令和５年 11 月 

 やりさえすれば かならずできる  

斧渕よいとこ遊びにおいで♪～薩摩川内はんやまつり～ 

 

        
 

 

児
童
３
名
を
含
む
斧
渕
踊
り
連
４８
名
が
、
１１
月
５
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
薩
摩
川
内
は
ん
や
ま
つ
り
で
「
お
の
ぶ
っ
祭
」
と
「
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠

璃
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
本
格
開
催
で
掛
け
声
も
復
活
し
、
約
２

時
間
の
総
踊
り
を
元
気
に
踊
り
ぬ
き
ま
し
た
。 

 

発行元 

斧渕地区コミュニティ協議会 

℡４２‐０８６４ 

 

がんばれ！東郷幼稚園 

   

ス
ポ
ー
ツ
の
秋 

 

ペ
タ
ン
ク
推
進
の
街
「
斧
渕
」 

 

１０
月
２２
日
（
日
）
の
地
区
ペ
タ
ン
ク

大
会
に
続
き
、
１１
月
２３
日
（
木
）
秋
分

の
日
に
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
杯
ペ

タ
ン
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

地
区
大
会
で
の
成
績
は
、
優
勝
が
城 

内
、
準
優
勝
が
平
上
水
流
A
で
し
た
。 

 

浄
瑠
璃
杯
で
は
県
内
地
区
外
の
愛
好

家
も
多
く
参
加
さ
れ
ま
す
の
で
、
熱
い

戦
い
が
今
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
日
も 

 

楽
し
く
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

１０
／
１４ 

 

東
郷
学
園
で
行
わ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
日
の
活
動
に
地
区
か
ら
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
ペ
タ
ン
ク
を
通

し
て
、
東
郷
地
域 

の
住
民
と
学
園
の 

児
童
生
徒
が
親
睦 

を
深
め
、
楽
し
い 

時
間
を
過
ご
し
ま 

し
た
。 

 
 

 

１０
月
１３
日
（
金
）、
２８
名
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
緑
門
を
制
作
し
、

運
動
会
の
成
功
を
願
い
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
、
精
一
杯
力
を

出
し
て
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

過
去
１
２
６
年
で
最
も
暑
か
っ
た
今
年

の
夏
は
、食
育
体
験
学
習
の
進
行
も
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、無
事
に
実
り
の
秋
を
迎
え
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち 

の
喜
ぶ
姿
に
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
も
一
安
心
。 

 
 



第２８５号 お の ぶ ち 令和５年 11 月 

 やりさえすれば かならずできる  

 

時
は
正
月
吉
日
、
京
の
都
の
烏
帽
子
屋

五
郎
太
夫
の
一
人
娘
「
東
雲
（
し
の
の
め
）
」

は
、
十
五
歳
の
春
を
迎
え
京
人
形
の
よ
う

に
美
し
い
娘
盛
り
で
す
。 

 

平
治
の
乱
に
敗
れ
、
命
乞
い
を
し
て
鞍

馬
山
の
寺
に
預
け
ら
れ
た
牛
若
丸
は
今
年

十
六
歳
。
元
服
し
て
一
人
前
の
武
将
に
な

る
た
め
、
烏
帽
子
を
買
い
に
五
郎
太
夫
の

店
に
立
ち
寄
り
ま
す
。
牛
若
丸
の
気
高
さ

と
美
貌
に
強
く
心
を
打
た
れ
た
東
雲
は
す

っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

へ
帰
っ
て
き
た
五
郎
太
夫
は
、
源
氏
方
の

若
君
で
あ
る
と
さ
と
り
、
密
告
し
た
ら
た

く
さ
ん
の
褒
美
が
も
ら
え
る
と
、
役
人
の

と
こ
ろ
に
知
ら
せ
に
行
き
ま
す
。 

 

奥
座
敷
で
は
牛
若
丸
に
一
目
ぼ
れ 

し
た
東
雲
が
、
た
く
さ
ん
の
烏 

帽
子
掛
に
烏
帽
子
や
装
束
を 

つ
け
、
生
き
た
武
将
の
よ
う 

な
人
形
を
作
り
前
途
を
祝 

っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
を
障
子
の
穴
か
ら 

覗
い
て
い
た
五
郎
太
夫
と
役 

人
は
、
た
く
さ
ん
の
人
形
が
生 

き
た
武
将
に
見
え
、
恐
れ
お
の 

古
浄
瑠
璃
の
世
界
へ
～
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
の
紹
介
～
其
の
三 

源
氏
烏
帽
子
折 

三
段
目 

「鞍
馬
下
り
の
段
」 

～
成
長
し
た
牛
若
丸
の
物
語
～ 

 

の
き
捕
ま
え
る
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
へ
源
氏
の
武
将
金
王
丸
が
と
ん
で
き

て
二
人
を
成
敗
し
、
牛
若
丸
の
元
服
を
祝
い

自
ら
も
一
差
し
舞
う
と
い
う
物
語
で
、
成
長

し
た
牛
若
丸
の
青
春
物
語
で
す
。 

  

東
郷
と
同
じ
く
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
が
継

承
さ
れ
て
い
る
石
川
県
白
山
市
で
開
か
れ

た
第
３８
回
国
民
文
化
祭
「
い
し
か
わ
百
万
石

文
化
祭
２
０
２
３
」（
１０
／
２１
～
２３
）
に
、

東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会
も
他
県

の
保
存
会
と
と
も
に
参
加
し
、
素
晴
ら
し
い

浄
瑠
璃
を
発
表
し
ま
し
た
。 

古
浄
瑠
璃
の
世
界
に
も
い
ろ
ん
な
形
が

あ
る
こ
と
、
ど
こ
の
地
域
も
同
じ
悩
み
を
抱

え
て
い
る
こ
と
、
継
承
の
た
め
に
努
力
し
て

い
る
こ
と
、
参
加
し
た
５
人
の
子
ど
も
浄
瑠 

璃
の
メ
ン
バ
ー
も
、
こ
の
貴
重
な
体
験
か 

 

ら
感
じ
た
も
の
も
多
か
っ
た
と
思
い 

ま
す
。
保
存
会
の
今
後
ま
す
ま
す 

の
活
躍
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で 

す
。 

 

１１
月
２６
日
（
日
）
の
定
期
公
演 

で
は
、
其
の
二
で
ご
紹
介
し
た
源 

氏
烏
帽
子
折
二
段
目
「
常
盤
御
前 

雪
の
段
」
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

是
非
、
東
郷
公
民
館
で
古
浄
瑠
璃 

の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。 

十
一
月
の
行
事
予
定 

十 

一 

日
（
土
）
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

 
 

 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分 

十 

二 

日
（
日
）
火
災
予
防
運
動
訓
練 

 
 

五
社
上
あ
け
ぼ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内 

十 

五 

日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

  
 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分 

十 

七 

日
（
金
）
運
営
委
員
会 

 
 

 
  

 

東
郷
公
民
館 

１８
時
３０
分 

 
 

 
 

 
 

 

お
の
ぶ
っ
祭
実
行
委
員
会 

東
郷
公
民
館 

１９
時 

十 

九 

日
（
日
）
環
境
美
化
活
動
「
火
入
れ
」 

川
内
川
河
川
敷 

１０
時 

二
十
三
日
（
木
）
★
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
郷
学
園 

８
時
３０
分
開
会 

二
十
六
日
（
日
）
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃 

定
期
公
演 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
郷
公
民
館 

１０
時
４０
分
開
演 

 
 

今
後
の
行
事
予
定 

十
ニ
月
三
日
（
日
）
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式 

旧
東
郷
小
学
校
校
庭 

１７
時 

四 

日
（
月
）
高
齢
者
等
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
門
部
会 

ア
ミ
テ
ィ
１０
時 

六 

日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

  
 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分 

十
三
日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

  
 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分 

十
五
日
（
金
）｢

し
め
縄
づ
く
り｣

 

東
郷
学
園 

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ 

 

二
十
八

日
（
木
）
～
二
十
九

日
（
金
）
年
末
特
別
警
戒 

★
印
は
、
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業(

参
加
型)

の
対
象
事
業
で
す
。 

今
年
も
美
味
し
く
な
り
ま
す
よ
う
に 

 

地
区
あ
す
な
ろ
会
の
事
業
で
、
味
噌
の
仕 

込
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
１３
自
治
会
の
女
性 

委
員
で
構
成
す
る
あ
す
な
ろ
会
は
、「
で
き
る 

人
が
で
き
る
こ
と
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
地
区 

の
活
性
化
を
目
的
に
活
動
し
て
お
り
、
毎
年 

お
の
ぶ
っ
祭
に
味
噌
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 


